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て
―
―

　

荒
唐
無
稽
の
イ
ス
ラ
エ
ル
人
ス
パ
イ
事
件

　

イ
ラ
ク
戦
争
で
崩
壊
し
た
フ
セ
イ
ン
元
政
権
は
、
ア
ラ
ブ
民
族
主
義
を
掲
げ
る
一
方
で
ユ
ダ
ヤ
人
抑

圧
策
を
採
っ
た
。
ユ
ダ
ヤ
人
は
か
つ
て
、
首
都
バ
グ
ダ
ッ
ド
の
人
口
の
二
割
を
占
め
た
。
し
か
し
、
二

〇
〇
三
年
三
月
の
イ
ラ
ク
戦
争
開
戦
時
点
で
四
十
人
に
も
満
た
な
か
っ
た
。
ユ
ダ
ヤ
人
の
イ
ラ
ク
脱
出
は

一
九
四
八
年
の
イ
ス
ラ
エ
ル
建
国
前
後
に
本
格
化
し
た
が
、
だ
め
押
し
と
な
っ
た
の
が
、
七
九
年
の
フ
セ

イ
ン
政
権
の
登
場
だ
っ
た
。

　

さ
て
、
同
政
権
の
崩
壊
で
、
海
外
の
イ
ラ
ク
系
ユ
ダ
ヤ
人
は
帰
還
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

バ
グ
ダ
ッ
ド
大
学
の
大
学
院
で
学
ぶ
ユ
ダ
ヤ
人
シ
ャ
ル
フ
バ
ニ
（
36
）
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
カ
ナ
ダ

の
エ
ド
モ
ン
ト
ン
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
（
二
〇
〇
三
年
五
月
三
日
付
）
は
、
こ
う
報
じ
た
。

「
そ
の
可
能
性
は
ま
っ
た
く
な
い
、
と
ヤ
コ
ブ
・
シ
ャ
ル
フ
バ
ニ
は
言
う
。
彼
は
、
何
度
も
裏
切
ら
れ
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て
き
た
だ
け
に
、（
フ
セ
イ
ン
政
権
崩
壊
後
）
新
し
い
民
主
的
な
イ
ラ
ク
政
府
が
誕
生
し
、
あ
ら
ゆ
る
人
々

に
自
由
と
正
義
を
与
え
る
な
ど
と
は
と
う
て
い
信
じ
ら
れ
な
い
」

　

シ
ャ
ル
フ
バ
ニ
発
言
の
本
音
を
推
し
量
れ
ば
、
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
が
一
般
化
し
た
イ
ラ
ク
で
、
い
か
な
る

新
政
権
で
あ
れ
、
と
り
わ
け
ユ
ダ
ヤ
人
に
対
し
て
自
由
と
正
義
を
保
障
す
る
と
は
と
う
て
い
考
え
ら
れ
な

い
、
ま
た
、
そ
う
し
た
国
に
ど
う
し
て
ユ
ダ
ヤ
人
が
帰
っ
て
く
る
だ
ろ
う
か
︱
︱
と
な
ろ
う
。
シ
ャ
ル
フ

バ
ニ
自
身
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
今
後
早
期
に
イ
ラ
ク
を
離
れ
る
決
心
と
語
っ
て
い
た
。
そ
し
て
二
〇
〇
七

年
六
月
、
バ
グ
ダ
ッ
ド
に
残
る
ユ
ダ
ヤ
人
は
わ
ず
か
八
人
と
さ
れ
た
。

　
　
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
の
荒
唐
無
稽
性

　

中
東
イ
ス
ラ
ム
世
界
の
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
に
つ
い
て
、
筆
者
は
一
九
九
二
年
四
月
二
十
五
日
付
読
売
新
聞

に
こ
ん
な
記
事
を
書
い
た
。
当
時
筆
者
は
、
同
紙
の
カ
イ
ロ
支
局
長
だ
っ
た
。

＊　

　

エ
ジ
プ
ト
・
イ
ス
ラ
エ
ル
平
和
条
約
締
結
（
一
九
七
九
年
三
月
）
以
来
、
初
の
イ
ス
ラ
エ
ル
人
ス
パ
イ

事
件
が
カ
イ
ロ
で
摘
発
さ
れ
、
こ
の
ほ
ど
初
公
判
が
開
か
れ
た
。
だ
が
、
事
件
の
真
相
が
一
向
に
判
明
し

な
い
中
で
、
エ
ジ
プ
ト
で
は
﹃
エ
ジ
プ
ト
青
年
に
エ
イ
ズ
を
蔓
延
さ
せ
、
国
力
衰
退
を
狙
っ
た
﹄
な
ど
と

憎
悪
む
き
出
し
の
過
熱
報
道
だ
け
が
目
立
ち
、
根
強
い
﹃
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
﹄
を
浮
き
彫
り
に
し
た
格
好
だ
。
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一
九
九
二
年
二
月
三
日
、
カ
イ
ロ
北
方
ヘ
リ
オ
ポ
リ
ス
・
ノ
ズ
ハ
地
区
の
ア
パ
ー
ト
を
警
官
隊
が
急
襲

し
、
前
年
暮
れ
か
ら
エ
ジ
プ
ト
観
光
に
来
て
い
た
イ
ス
ラ
エ
ル
人
の
元
鉛
管
工
フ
ァ
レ
ス
・
モ
ス
ラ
テ
ィ

（
41
）
と
娘
の
フ
ァ
イ
カ
（
17
）
を
逮
捕
し
、
現
金
五
万
ド
ル
を
押
収
し
た
。「
イ
ス
ラ
エ
ル
・
ス
パ
イ
団

モ
ス
ラ
テ
ィ
一
家
事
件
」
の
発
端
だ
っ
た
。

　

一
週
間
後
の
十
日
、
偽
造
旅
券
で
リ
ビ
ア
か
ら
エ
ジ
プ
ト
入
り
を
図
っ
た
モ
ス
ラ
テ
ィ
の
息
子
マ
ギ
ド

が
、
さ
ら
に
翌
十
一
日
、
モ
ス
ラ
テ
ィ
を
通
訳
に
雇
っ
て
い
た
イ
ス
ラ
エ
ル
人
中
古
家
具
商
デ
ビ
ッ
ド
・

オ
ビ
ツ
が
地
中
海
岸
の
ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア
で
逮
捕
さ
れ
、
事
件
の
顔
触
れ
が
そ
ろ
っ
た
。

　

九
日
、
事
件
担
当
の
ア
ブ
デ
ル
ハ
リ
ム
・
ム
ー
サ
内
相
（
当
時
）
が
、
父
娘
は
イ
ス
ラ
エ
ル
情
報
機
関

モ
サ
ド
か
ら
エ
ジ
プ
ト
の
軍
事
目
標
、
有
力
者
の
情
報
収
集
を
託
さ
れ
て
い
た
と
語
っ
た
た
め
、「（
モ
ス

ラ
テ
ィ
一
家
の
ス
パ
イ
）
任
務
は
イ
ラ
ク
の
核
兵
器
開
発
に
参
加
し
、
湾
岸
戦
争
直
前
に
帰
国
し
て
い
た

エ
ジ
プ
ト
人
核
専
門
家
の
情
報
収
集
」「
ブ
ト
ロ
ス
・
ガ
リ
国
連
事
務
総
長
（
前
エ
ジ
プ
ト
副
首
相
）（
当

時
）
暗
殺
が
任
務
」
な
ど
と
報
道
は
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
た
。

　

極
め
つ
け
は
「
エ
ジ
プ
ト
国
力
衰
退
工
作
説
」
だ
っ
た
。
フ
ァ
イ
カ
は
エ
イ
ズ
（
後
天
性
免
疫
不
全
症

候
群
）
ウ
イ
ル
ス
の
キ
ャ
リ
ア
（
保
菌
者
）
で
あ
り
、
多
く
の
エ
ジ
プ
ト
青
年
を
誘
惑
し
て
感
染
さ
せ
、

エ
イ
ズ
蔓
延
を
図
っ
た
と
い
う
も
の
。「
フ
ァ
イ
カ
は
逮
捕
時
、
エ
ジ
プ
ト
青
年
と
同
じ
ベ
ッ
ド
に
い
た
」

「
関
係
し
た
エ
ジ
プ
ト
人
青
年
は
五
〇
人
以
上
に
上
る
」
な
ど
と
報
じ
ら
れ
た
が
、
彼
女
が
本
当
に
キ
ャ
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リ
ア
か
ど
う
か
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

　

し
か
し
、
過
熱
報
道
と
は
裏
腹
に
事
件
の
正
確
な
内
容
は
一
向
に
は
っ
き
り
し
な
い
。
イ
ス
ラ
エ
ル
政

府
は
事
件
と
の
関
係
を
全
面
否
定
。
加
え
て
ム
ー
サ
内
相
が
「
モ
サ
ド
と
は
言
わ
な
か
っ
た
」
と
先
の
発

言
を
訂
正
し
た
り
、
検
察
当
局
が
発
表
を
な
ぜ
か
控
え
た
せ
い
も
あ
る
。
さ
ら
に
、〝 

リ
ビ
ア
・
コ
ネ
ク

シ
ョ
ン 

〟 

が
ナ
ゾ
を
深
め
た
。
一
部
エ
ジ
プ
ト
紙
に
よ
る
と
、
モ
ス
ラ
テ
ィ
一
家
に
課
せ
ら
れ
た
重
要
任

務
は
リ
ビ
ア
の
情
報
収
集
で
、
最
終
的
な
狙
い
は
ス
パ
イ
と
し
て
の
リ
ビ
ア
永
住
だ
っ
た
と
い
う
。
一
家

は
イ
ス
ラ
エ
ル
国
籍
を
持
つ
が
、
今
世
紀
初
め
に
リ
ビ
ア
か
ら
パ
レ
ス
チ
ナ
（
現
イ
ス
ラ
エ
ル
）
に
移
住

し
た
い
わ
ゆ
る
「
イ
ス
ラ
エ
ル
・
ア
ラ
ブ
人
」
で
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
だ
っ
た
。

　

も
う
一
つ
の
リ
ビ
ア
・
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
が
、
エ
ジ
プ
ト
野
党
紙
ミ
ス
ル
・
フ
ァ
タ
ハ
の
存
在
だ
。
同
紙

は
「
ユ
ー
リ
・
パ
ン
シ
マ
ン
と
い
う
名
の
モ
サ
ド
幹
部
が
事
件
の
直
接
責
任
者
」
な
ど
と
、
過
熱
報
道
の

急
先
鋒
を
務
め
た
が
、
同
紙
は
リ
ビ
ア
情
報
機
関
か
ら
資
金
援
助
を
受
け
て
い
る
と
の
う
わ
さ
も
あ
る
。

イ
ス
ラ
エ
ル
紙
エ
ル
サ
レ
ム
・
ポ
ス
ト
は
事
件
発
覚
直
後
、
実
は
一
家
の
雇
い
主
は
リ
ビ
ア
だ
っ
た
と
す

る
イ
ス
ラ
エ
ル
消
息
筋
の
話
を
伝
え
た
。

　

三
月
二
十
九
日
、
事
件
の
初
公
判
が
開
か
れ
父
娘
が
出
廷
し
た
。
審
理
は
非
公
開
で
行
な
わ
れ
、
モ
ス

ラ
テ
ィ
は
犯
行
を
否
認
し
た
が
、
出
廷
前
暴
れ
た
た
め
、
ス
パ
イ
事
件
と
は
別
に
懲
役
三
年
半
が
言
い
渡

さ
れ
た
。
一
方
、
フ
ァ
イ
カ
は
犯
行
を
認
め
た
と
発
表
さ
れ
た
が
、
自
供
内
容
な
ど
は
発
表
さ
れ
な
か
っ
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た
。
事
件
の
真
相
は
霧
の
中
の
ま
ま
、
二
人
の
四
十
五
日
間
の
拘
置
延
長
が
決
ま
っ
た
。

＊　

　

反
ユ
ダ
ヤ
主
義
の
存
在
は
中
東
ア
ラ
ブ
世
界
で
は
一
般
化
し
、
ほ
と
ん
ど
ニ
ュ
ー
ス
に
は
な
ら
な
い
。

そ
の
中
で
、「
イ
ス
ラ
エ
ル
・
ス
パ
イ
団
モ
ス
ラ
テ
ィ
一
家
事
件
」
の
過
熱
報
道
は
、
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
が

持
つ
虚
偽
性
や
荒
唐
無
稽
性
を
ま
さ
に 〝 

浮
き
彫
り 

〟 

に
し
た
よ
う
に
筆
者
に
は
見
え
た
。
後
に
、
フ
ァ

イ
カ
が
エ
イ
ズ
・
ウ
イ
ル
ス
の
キ
ャ
リ
ア
で
は
な
か
っ
た
こ
と
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
本
書
は
隔
月
誌
「
み
る
と
す
」（
ミ
ル
ト
ス
発
行
）
に
二
〇
〇
三
年
六
月
か
ら
三
十
回
に

わ
た
っ
て
連
載
し
た
「
ア
ラ
ブ
は
な
ぜ
ユ
ダ
ヤ
を
嫌
う
の
か
」
を
一
冊
に
し
た
も
の
だ
。
そ
の
初
回
に
取

り
上
げ
た
の
が
「
イ
ス
ラ
エ
ル
・
ス
パ
イ
団
モ
ス
ラ
テ
ィ
一
家
事
件
」
だ
っ
た
。

　

と
い
う
の
も
、
こ
の
事
件
こ
そ
、
筆
者
が
「
中
東
イ
ス
ラ
ム
世
界
に
広
が
る
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
」
に
着
目

す
る
契
機
に
な
っ
た
か
ら
だ
。
荒
唐
無
稽
極
ま
る
ユ
ダ
ヤ
人
陰
謀
説
を
、
歴
史
経
験
の
豊
か
な
エ
ジ
プ
ト

人
が
な
ぜ
受
け
入
れ
、
大
騒
ぎ
す
る
の
か
︱
︱
。
思
い
至
っ
た
の
が
、
多
く
の
ア
ラ
ブ
人
イ
ス
ラ
ム
教
徒

を
マ
イ
ン
ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
か
に
見
え
る
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
の
広
が
り
だ
っ
た
。
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ア
ラ
ブ
は
な
ぜ
ユ
ダ
ヤ
を
嫌
う
の
か
／
目
次



8

　
　
　
　

ま
え
が
き
に
代
え
て
︱
︱
荒
唐
無
稽
の
イ
ス
ラ
エ
ル
人
ス
パ
イ
事
件　

1

　

Ⅰ
章　

ユ
ダ
ヤ
人
陰
謀
説
に
見
る
反
ユ
ダ
ヤ
主
義

　
　
　

ユ
ダ
ヤ
人
陰
謀
説
が
生
き
て
い
る
世
界　

12

　
　
　

反
ユ
ダ
ヤ
主
義
の
イ
ス
ラ
ム
化　

17

　
　
　

砕
か
れ
た
米
同
時
テ
ロ
・
ユ
ダ
ヤ
人
陰
謀
説　

22

　
　
　

ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
否
定
の
新
た
な
連
鎖　

27

　
　
　

ア
ラ
ブ
の
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
と
「
血
の
中
傷
」　

32

　
　
　
「
ユ
ダ
ヤ
人
の
・
・
・
支
配
」
と
い
う
妄
想　

37

　

Ⅱ
章　

イ
ス
ラ
ム
教
に
内
在
す
る
反
ユ
ダ
ヤ
感
情

　
　
　
「
猿
と
豚
の
子
孫
」
と
い
う
蔑
称　

44

　
　
　

預
言
者
ム
ハ
ン
マ
ド
の
ユ
ダ
ヤ
人
へ
の
譲
歩　

49

　
　
　

イ
ラ
ン
大
統
領
の
過
激
言
動　

55



9

まえがき

　
　
　

ト
ル
コ
新
大
統
領
の
旧
師
の
反
ユ
ダ
ヤ
主
義　

60

　
　
　

イ
ス
ラ
ム
過
激
主
義
の
拠
り
所
（
上
）　

65

　
　
　

イ
ス
ラ
ム
過
激
主
義
の
拠
り
所
（
中
）　

70

　
　
　

イ
ス
ラ
ム
過
激
主
義
の
拠
り
所
（
下
）　

75

　

Ⅲ
章　

イ
ス
ラ
ム
教
改
宗
ユ
ダ
ヤ
人
へ
の
反
感

　
　
　

ド
ン
メ
ー
︱
︱
ム
ス
リ
ム
に
改
宗
し
た
ユ
ダ
ヤ
人
（
そ
の
一
）　

82

　
　
　

ド
ン
メ
ー
︱
︱
ム
ス
リ
ム
に
改
宗
し
た
ユ
ダ
ヤ
人
（
そ
の
二
）　

87

　
　
　

ド
ン
メ
ー
︱
︱
ム
ス
リ
ム
に
改
宗
し
た
ユ
ダ
ヤ
人
（
そ
の
三
）　

92

　
　
　

ド
ン
メ
ー
︱
︱
ム
ス
リ
ム
に
改
宗
し
た
ユ
ダ
ヤ
人
（
そ
の
四
）　

97

　
　
　

改
宗
ユ
ダ
ヤ
人
ビ
ン
サ
バ
と
異
端
教
義　

102

　
　
　

ユ
ダ
ヤ
人
を
祖
父
に
持
つ
ア
ル
カ
ー
イ
ダ
・
メ
ン
バ
ー　

107

　
　
　

イ
ス
ラ
ム
教
に
改
宗
し
た
最
初
の
ラ
ビ　

112

　
　
　

預
言
者
ム
ハ
ン
マ
ド
と
ユ
ダ
ヤ
教
徒
の
妻　

117



10

　

Ⅳ
章　

パ
レ
ス
チ
ナ
過
激
派
な
ど
の
反
ユ
ダ
ヤ
論
理

　
　
　

イ
ス
ラ
ム
過
激
派
が 〝 

ユ
ダ
ヤ
権
益 

〟 

を
標
的
に
す
る
理
由　

124

　
　
　

ア
ッ
バ
ー
ス
Ｐ
Ａ
議
長
が
書
い
た
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
本　

129

　
　
　

パ
レ
ス
チ
ナ
人
ウ
ラ
マ
ー
の
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
説
教　

134

　
　
　

ハ
マ
ー
ス
の
反
ユ
ダ
ヤ
主
義　

139

　
　
　

エ
ジ
プ
ト
・
イ
ス
ラ
ム
過
激
派
の
自
爆
テ
ロ
と
反
ユ
ダ
ヤ
主
義　

144

　
　
　

パ
レ
ス
チ
ナ
紛
争
に
ア
ル
カ
ー
イ
ダ
系
組
織
参
入
か　

149

　
　
　
「
第
二
次
レ
バ
ノ
ン
戦
争
」
と
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
発
言　

154

　
　
　

テ
レ
ビ
子
供
番
組
の
反
ユ
ダ
ヤ
主
義　

159

　
　
　
　

あ
と
が
き　

165

　
　
　
　

索
引　

170

装
丁
・
根
本
眞
一



11

まえがき

　
　

Ⅰ
章　

ユ
ダ
ヤ
人
陰
謀
説
に
見
る
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
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ユ
ダ
ヤ
人
陰
謀
説
が
生
き
て
い
る
世
界

「
陰
謀
説
（
コ
ン
ス
ピ
ラ
シ
ー
・
セ
オ
リ
ー
）」
と
は
、
特
定
の
人
間
な
い
し
は
人
間
集
団
の
陰
謀
に
よ
っ

て
歴
史
が
動
か
さ
れ
る
と
い
う
考
え
方
だ
。
中
東
は
一
九
四
八
年
の
イ
ス
ラ
エ
ル
独
立
は
じ
め
歴
史
の
動

き
が
激
し
く
、
ま
た
多
様
だ
っ
た
せ
い
か
、
こ
の
陰
謀
説
が
盛
ん
だ
。
し
か
も
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
「
反

ユ
ダ
ヤ
主
義
（
ア
ン
チ
・
セ
ミ
テ
ィ
ズ
ム
）」
に
基
づ
く
「
ユ
ダ
ヤ
人
陰
謀
説
」
だ
。

　

近
年
、
中
東
・
ア
ラ
ブ
世
界
を
文
字
ど
お
り
席
巻
し
た
ユ
ダ
ヤ
人
陰
謀
説
に
「
九
・
一
一
テ
ロ
は
ユ
ダ

ヤ
人
の
犯
行
だ
っ
た
」
と
い
う
説
が
あ
る
。
事
件
発
生
当
時
、
日
本
学
術
振
興
会
カ
イ
ロ
研
究
連
絡
セ
ン

タ
ー
長
と
し
て
エ
ジ
プ
ト
に
滞
在
し
て
い
た
保
坂
修
司
・
現
近
畿
大
学
教
授
は
﹃
季
刊
ア
ラ
ブ
﹄
二
〇
〇

二
年
冬
号
で
同
陰
謀
説
を
批
判
し
て
次
の
よ
う
に
書
い
た
。

＊　
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ユ
ダ
ヤ
人
説
の
根
拠
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
証
拠
は
次
の
よ
う
な
も
の
だ
。（
Ａ
）（
襲
撃
さ
れ
た

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
世
界
）
貿
易
セ
ン
タ
ー
に
勤
務
す
る
ユ
ダ
ヤ
人
四
〇
〇
〇
人
が
事
件
当
日
、
仕
事
を

休
ん
で
い
た
。
⋮
⋮
カ
イ
ロ
に
い
る
あ
い
だ
、
何
度
も
エ
ジ
プ
ト
人
か
ら
、
九
・
一
一
事
件
で
は
ユ
ダ

ヤ
人
は
一
人
も
死
ん
で
い
な
い
と
い
う
「
事
実
」
を
聞
か
さ
れ
た
。
⋮
⋮
で
は
な
ぜ
ユ
ダ
ヤ
人
が
こ
ん

な
こ
と
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
い
ろ
い
ろ
な
説
が
提
示
さ
れ
て
い
る
が
、

シ
オ
ニ
ズ
ム
の
世
界
征
服
活
動
の
一
環
説
だ
け
を
挙
げ
て
お
こ
う
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
根
拠
は
﹃
シ
オ
ン

賢
者
（
長
老
）
の
議
定
書
﹄（
英
語
で
ザ
・
プ
ロ
ト
コ
ー
ル
ズ
・
オ
ブ
・
ザ
・
エ
ル
ダ
ー
ズ
・
オ
ブ
・

ザ
イ
オ
ン
）
だ
。

＊　

﹃
議プ
ロ
ト
コ
ー
ル

定
書
﹄
は
、
ロ
シ
ア
帝
国
秘
密
警
察
（
オ
フ
ラ
ー
ナ
）
が
一
八
九
〇
年
代
末
か
ら
一
九
〇
〇
年
代

初
め
に
か
け
偽
造
し
た
と
さ
れ
る
有
名
な
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
の
偽
書
だ
。
ユ
ダ
ヤ
人
指
導
者
が
十
九
世
紀
末

に
世
界
征
服
の
陰
謀
を
決
め
た
と
い
う
内
容
で
、
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
が
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
を
正
当
化
す
る
口

実
と
も
な
っ
た
。
代
表
的
な
ユ
ダ
ヤ
人
陰
謀
説
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
も
の
に
「
イ
ス
ラ
エ
ル
は
ユ
ダ
ヤ
人

が
全
世
界
を
支
配
す
る
た
め
に
使
う
基
地
」
と
い
う
説
が
あ
る
が
、
こ
れ
も
﹃
議
定
書
﹄
に
依
拠
し
た
陰

謀
説
だ
。

　

二
〇
〇
二
年
暮
れ
、
こ
の
﹃
議
定
書
﹄
を
主
題
に
し
た
テ
レ
ビ
・
ド
ラ
マ
が
エ
ジ
プ
ト
で
放
映
さ
れ
た
。
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読
売
新
聞
（
〇
二
年
十
一
月
十
八
日
付
）
に
よ
る
と
、
こ
の
ド
ラ
マ
は
民
放
ド
リ
ー
ム
・
チ
ャ
ン
ネ
ル

が
製
作
し
た
﹃
馬
の
な
い
騎
士
﹄（
全
四
十
一
回
）
で
、
ラ
マ
ダ
ン
（
イ
ス
ラ
ム
教
の
断
食
月
）
の
特
別

番
組
と
し
て
、
同
局
と
国
営
テ
レ
ビ
で
同
時
放
映
さ
れ
た
。
ス
ト
ー
リ
ー
は
、
十
九
世
紀
末
か
ら
二
十
世

紀
初
め
に
か
け
て
英
植
民
地
支
配
と
戦
っ
た
エ
ジ
プ
ト
人
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
世
界
征
服

計
画
を
発
見
、
真
の
敵
は
英
国
で
は
な
く
ユ
ダ
ヤ
人
だ
と
知
る
と
い
う
も
の
。
米
国
の
ユ
ダ
ヤ
人
団
体
が

反
発
、
米
国
務
省
も
エ
ジ
プ
ト
政
府
に
放
映
中
止
を
求
め
た
が
、「
他
国
の
番
組
に
口
を
出
す
の
は
文
化

的
テ
ロ
」
と
拒
絶
さ
れ
た
と
い
う
。

　「
ポ
ケ
モ
ン
」
も
ユ
ダ
ヤ
人
の
陰
謀
？

　

と
こ
ろ
で
、
中
東
世
界
の
ユ
ダ
ヤ
人
陰
謀
説
論
者
は
︱
︱
そ
の
主
唱
者
た
ち
の
ほ
と
ん
ど
が
ア
ラ
ブ
人

ウ
ラ
マ
ー
（
イ
ス
ラ
ム
教
に
お
け
る
知
識
人
・
学
者
）
だ
が
︱
︱
実
に
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
に
ユ
ダ
ヤ
人
の

陰
謀
を
嗅
ぎ
取
る
よ
う
だ
。
〇
一
年
春
、
こ
れ
ら
陰
謀
説
論
者
が
や
り
玉
に
挙
げ
た
の
は
、
日
本
の
人
気

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
「
ポ
ケ
モ
ン
」
だ
っ
た
。

　

ま
ず
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
グ
ラ
ン
ド
・
ム
フ
テ
ィ
（
イ
ス
ラ
ム
教
最
高
法
官
）
が
ポ
ケ
モ
ン
と
ポ
ケ

モ
ン
・
グ
ッ
ズ
の
販
売
・
購
入
を
反
イ
ス
ラ
ム
的
と
し
て
禁
止
す
る
フ
ァ
ト
ワ
（
イ
ス
ラ
ム
法
裁
定
）
を

発
出
し
た
。
同
ム
フ
テ
ィ
は
、
そ
の
理
由
と
し
て
（
１
）
ポ
ケ
モ
ン
・
カ
ー
ド
が
反
イ
ス
ラ
ム
的
な
宗
教
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の
シ
ン
ボ
ル
、
例
え
ば
「
ダ
ビ
デ
の
星
」

や
「
十
字
架
」、
そ
の
ほ
か
様
々
な
宗
教

や
カ
ル
ト
の
シ
ン
ボ
ル
を
使
用
し
て
い
る

こ
と
、（
２
）
ポ
ケ
モ
ン
・
ゲ
ー
ム
が
ダ
ー

ウ
ィ
ン
の
進
化
論
を
採
用
し
た
反
イ
ス
ラ

ム
的
な
賭
博
ゲ
ー
ム
で
あ
る
こ
と
︱
︱
を

挙
げ
た
。

　

そ
も
そ
も
ポ
ケ
モ
ン
自
体
が
ユ
ダ
ヤ
人
の
陰
謀
の
産
物
と
い
う
説
も
広
ま
っ
た
。
ヨ
ル
ダ
ン
の
イ
ス
ラ

ム
教
原
理
主
義
組
織
「
ム
ス
リ
ム
同
胞
団
」
の
指
導
者
は
、「（
ポ
ケ
モ
ン
は
）
ム
ス
リ
ム
（
イ
ス
ラ
ム
教

徒
）
の
子
供
た
ち
を
異
端
と
偶
像
崇
拝
に
導
く
こ
と
を
謀
っ
た
ユ
ダ
ヤ
人
の
陰
謀
」
と
し
、
ポ
ケ
モ
ン

の
「
歪
め
ら
れ
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
」
は
「
イ
ス
ラ
ム
と
コ
ー
ラ
ン
の
純
粋
性
」
の
明
ら
か
な
反
対
物
だ
と

決
め
つ
け
た
。
こ
う
し
た
主
張
を
ア
ラ
ブ
諸
国
の
幾
つ
か
が
受
け
入
れ
、
サ
ウ
ジ
と
同
じ
よ
う
に
ポ
ケ
モ

ン
・
ゲ
ー
ム
や
同
グ
ッ
ズ
の
取
引
を
禁
止
し
た
。

　

イ
ス
ラ
エ
ル
の
英
字
紙
エ
ル
サ
レ
ム
・
ポ
ス
ト
（
〇
一
年
四
月
二
十
九
日
付
）
は
、
こ
の
陰
謀
説
に
伴

い
、「
ポ
ケ
モ
ン
」
が
「
ユ
ダ
ヤ
人
」
と
い
う
意
味
の
日
本
語
だ
と
か
、
シ
リ
ア
語
で
「
私
は
ユ
ダ
ヤ
人
」

と
い
う
意
味
だ
と
か
と
い
っ
た
噂
が
ヨ
ル
ダ
ン
で
広
が
っ
た
こ
と
を
紹
介
し
て
い
る
。
ユ
ダ
ヤ
人
陰
謀
説

ポケモングッズ。アラビア語
で「ブキムーン」と表記。


